










































































































































































































































































































































192 早稲田教育評論　第 27 巻第１号
翼を担ってきた早稲田大学国語教育学会に焦点を当てることになった。同学会の歴史をたどりな
がら、「早稲田大学における国語教育」の展開について具体的な資料に即して考察を加えてきた。
同学会の事務局が置かれた早稲田大学教育学部国語国文学科には、学会の歴史に関わる資料が多
く保存されていることから、まずこの資料を整理する必要があった。本研究部会では劣化した資
料を含めてスキャナで読み取って、CD-ROMに保存するという作業にも従事した。その資料を
閲覧し分析・考察するという地道な作業を続けることになった。その結果特に重要と判断した内
容を精選して、本稿では報告したことになる。
　第４章で引用したように、同学会の設立に際しては「母校の国文の先生方と現場の国語教育に
挺身しておられる校友の方々との、親しい交流の上での研究をもちたいという気運」が主要な基
盤であった。これは換言すれば、「研究」と「実践」との交流が目指されていたということにも
なろう。同じ趣旨は、第５章で紹介した「遠望近視１」の「現場での実践と研究との接点に立っ
て、国語教育の多様な課題を考えてゆこうというのが本会の目的であり特色だ」という榎本隆司
の指摘につながってくる。同じ章で続けて紹介したのは、『会報』の第１号における白石大二の
「実践と学問とが接合した発表会は、おそらくどこにも見られない学会の姿」という指摘であっ
たが、この白石の指摘もまったく同じ内容と言えよう。すなわち、教育現場での実践と大学での
研究を結ぶ場所として同学会が位置付けられ、それを目指して着実に歴史を積み重ねつつあると
いうのが同学会の大きな特色となっている。
　同学会の事務局には例大会のレジュメ・資料もある程度保管されていることが確認できた。２
年間の本研究部会の活動では十分に分析ができなかったことから、今後の課題の一つはそれらの
資料を丹念に分析し、より具体的に同学会の内容を明らかにするという点である。また今回の研
究活動ではほとんど触れられなかった学会誌『早稲田大学国語教育研究』の内容に関しても、さ
らに追究する必要がある。同学会は2013年に設立五十周年を迎えることから、今後は本研究部会
の研究成果を生かしたさらなる研究を深める必要性も指摘できる。
　繰り返し述べるように、同学会の最大の特色として、教科の内容学としての文学・語学研究と
教育学としての国語教育研究との交流、そして研究と実践との交流という点を考えることができ
る。これがそのまま「早稲田大学における国語教育」の特色につながるものと思われる。
　本研究部会の研究課題は「早稲田大学における国語教育の研究」であった。本稿で報告したよ
うに、今回はその課題の一端として早稲田大学国語教育学会の活動を分析の対象とした。その他
様々な観点から、この研究課題へとアプローチが試みられなければならない。なお、この研究課
題に関する主な先行研究としては、早稲田大学大学史資料センター編『CD-ROM版・早稲田大
学学術研究史』（2004.4）、および『早稲田大学国語教育研究・第30集（特集・早稲田の国語教育）』
（早稲田大学国語教育学会、2010.3）がある。
【付記】本論文は早稲田大学教育総合研究所研究部会（B-3）「早稲田大学における国語教育の研
究（代表：堀誠（2010年）、町田守弘（2011年））」（2010－2011年）の研究成果の一部である。
